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10
月
19
日（
日
）日
比
谷
公
会

堂
に
全
国
か
ら
５
０
０
０
名
を
超

え
る
参
加
者
が
集
い
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
医
療
・
介
護
崩
壊
、増
や
せ
社

会
保
障
費
10・19
中
央
集
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
会
堂
の
中
は
瞬
く
間
に
満
席

に
な
り
、
外
に
は
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ

ョ
ン
が
設
置
さ
れ
東
京
や
関
東
甲

信
越
か
ら
の
参
加
者
は
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
敷
く
な
ど
し
て
中
外
一

体
に
な
り
集
会
は
開
会
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
日
本
医
労

連
の
田
中
千
恵
子
委
員
長
が
あ
い

さ
つ
し
、「
医
療
現
場
や
患
者
の
大

変
な
状
況
を
多
く
の
国
民
に
訴
え

な
が
ら
運
動
し
世
論
を
拡
げ
政
治

を
動
か
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
確
信

を
持
ち
、
今
後
さ
ら
に
安
心
で
き

る
医
療
や
介
護
の
実
現
を
め
ざ
し

と
も
に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。」
と
述

べ
ま
し
た
。
連
帯
あ
い
さ
つ
、各
地
・

各
団
体
か
ら
の
リ
レ
ー
発
言
が
あ

り
、
弘
前
の
健
生
病
院
の
医
師
か

ら
は
、
昼
食
を
摂
る
の
が
夜
の
９

時
半
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
医

師
不
足
し
わ
よ
せ
の
中
で
の
過
密

長
時
間
労
働
の
実
態
が
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。
コ
ン
ト
「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー
」
の
麻
生
、
小
泉
、
福
田

の
現
元
前
首
相
の
風
刺
の
効
い
た

国
民
い
じ
め
の
〝
本
音
ト
ー
ク
〞

に
大
爆
笑
の
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
休
日
で
多
く
の
人
が

行
き
か
う
銀
座
を
パ
レ
ー
ド
し
高

ら
か
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響

か
せ
ま
し
た
。
宮
城
か
ら
は
団
長

の
山
田
裕
副
理
事
長
を
は
じ
め
60

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
編
集
事
務
局
）

　

日
比
谷
公
会
堂
内
外
に
全
国
か

ら
５
０
０
０
名
の
老
若
男
女
が
結

集
し
た
。
内
部
は
い
す
に
座
れ
ず

立
っ
て
参
加
す
る
人
も
あ
り
、
外

は
東
京
関
東
勢
が
埋
め
尽
く
し

た
。
前
「
連
合
」
会
長
の
笹
森
氏

が
「
立
場
の
違
い
を
乗
り
越
え
て

団
結
す
べ
き
状
況
」
と
訴
え
が
あ

っ
た
り
、
介
護
関
係
者
か
ら
厳
し

い
現
実
へ
の
改
善
の
訴
え
が
あ

り
、途
中
「
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
」

の
政
治
風
刺
の
笑
い
が
あ
り
と
、

内
容
豊
富
な
集
会
と
な
っ
た
。
日

比
谷
か
ら
東
京
駅
ま
で
街
中
の
デ

モ
行
進
で
、「
医
療
崩
壊
反
対
」

を
訴
え
、
渋
沢
栄
一
の
銅
像
前
で

本
田
先
生
た
ち
と
奮
闘
を
誓
い
あ

っ
た
。

宮城からは60名が参加（日比谷公会堂前）

「医師・看護師・介護士を増やして
　　　 安全・安心の医療、介護を」
「医師・看護師・介護士を増やして
　　　 安全・安心の医療、介護を」
「医師・看護師・介護士を増やして
　　　 安全・安心の医療、介護を」

10・19 中央集会10・19 中央集会

高
ら
か
に

　

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

○
山
田
裕
団
長
の
コ
メ
ン
ト
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▲
１
億
10
百
万
円
余
り
の
赤
字
と

な
り
ま
し
た
。
第
１
四
半
期(

４

月
〜
６
月)

の
当
期
損
益
▲
81
百

万
円
赤
字
に
歯
止
め
が
掛
か
ら

ず
、
７
月
か
ら
９
月
の
３
ヶ
月
間

で
更
に
▲
30
百
万
円
ほ
ど
赤
字
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
目
標
に
対
し
て
赤
字
は
76

百
万
円
増
加
、
前
年
同
期
実
績
に

95
百
万
円
と
ど
か
ず
、
08
年
度
予

算
の
年
間
当
期
損
益
▲
90
百
万
円

を
既
に
超
過
す
る
厳
し
い
到
達
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
収
益
は
、
70
億
４
百
万
円

と
予
算
に
89
百
万
円
と
ど
か
ず
、

前
年
実
績
か
ら
１
億
38
百
万
円
減

少
し
ま
し
た
。
医
業
収
益
も
、
予

算
に
１
億
17
百
万
円
と
ど
か
ず
、

前
年
実
績
か
ら
１
億
60
百
万
円
減

少
し
ま
し
た
。
内
訳
で
は
入
院
収

益
で
予
算
比
▲
71
百
万
円
、
前
年

比
▲
１
億
19
百
万
円
。
外
来
収
益

で
予
算
比
▲
46
百
万
円
、
前
年
比

▲
57
百
万
円
と
予
算
目
標
、
前
年

実
績
か
ら
も
大
き
く
後
退
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
要
因
に
診
療
報
酬
改
定
の

影
響
と
、
泉
病
院
、
古
川
民
主
病

院
の
構
造
転
換
に
向
け
た
病
床
稼

働
減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
特

に
医
業
収
益
が
予
算
目
標
か
ら
大

き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
、
現

在
の
経
営
状
況
を
困
難
に
し
て
い

ま
す
。
改
善
に
向
け
、
各
病
院
・

事
業
所
の
収
益
確
保
の
取
り
組
み

を
、
予
算
計
画
の
検
証
を
含
め
て

一
歩
ず
つ
積
み
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
同
時
に
減
収
傾
向
に

対
応
す
る
費
用
管
理
の
強
化
徹
底

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
一
方
、
介
護

収
益
は
28
百
万
円
の
予
算
超
過
、

前
期
比
で
も
20
百
万
円
の
収
益
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
費
用
は
、
予
算
対
比
で
27

百
万
円
下
回
り
ま
し
た
。
要
因

は
、
材
料
費
で
予
算
を
78
百
万
円

下
回
っ
た
こ
と
で
費
用
全
体
を
圧

縮
し
た
反
映
で
す
。
し
か
し
、
人

件
費
は
予
算
を
31
百
万
円
超
過
し

て
い
こ
と
は
重
大
で
す
。

　

上
半
期
の
月
平
均
収
益
は
、
11

億
67
百
万
円
で
、
材
料
費
比
率
と

固
定
費
額
か
ら
逆
算
し
た
損
益
分

岐
点
は
、
月
収
益
は
11
億
86
百
万

円
と
、
黒
字
に
す
る
た
め
に
は
月

額
19
百
万
円
の
増
収
が
必
要
で

す
。

　

変
動
費
（
材
料
費
）
率
は
、
前

年
実
績
よ
り
低
下
し
黒
字
が
作
り

や
す
い
構
造
に
変
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
収
益
減
少
が
大
き
く
、
赤
字

が
続
く
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
件
費
等
の
固
定
費
が
前
期
と
比

較
し
て
１
億
28
百
万
円
増
加
、
固

定
費
増
加
が
収
益
確
保
に
つ
な
が

ら
ず
、
収
益
・
費
用
の
バ
ラ
ン
ス

を
い
っ
そ
う
崩
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
は
、
収
益
増
加
が
経
営
改

善
の
中
心
課
題
で
す
が
、
診
療
報

酬
改
悪
や
事
業
転
換
が
必
要
に
な

る
医
療
制
度
の
下
で
は
、
時
間
外

勤
務
の
削
減
と
人
員
の
効
率
的
な

配
置
の
検
討
が
急
が
れ
ま
す
。
ま

た
賃
金
・
退
職
金
制
度
の
見
直
し

も
急
ぐ
課
題
で
す
。

　

坂
総
合
病
院
は
、
予
算
に
見
合

う
事
業
収
益
を
確
保
し
ま
し
た

が
、
人
件
費
の
予
算
超
過
が
大
き

く
当
期
損
益
は
予
算
を
９
百
万
円

下
回
る
10
百
万
円
の
黒
字
に
止
ま

り
ま
し
た
。
事
業
収
益
は
外
来
収

益
の
前
年
割
れ
が
大
き
く
、
前
年

実
績
か
ら
21
百
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。
医
師
、
看
護
、
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
な
ど
組
織
力
を
活
か
し
た
取

り
組
み
で
、
入
院
稼
働
目
標
と
外

来
予
算
を
上
回
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

長
町
病
院
は
、
入
院
、
外
来
収

益
と
も
予
算
を
下
回
り
ま
し
た

が
、
介
護
収
益
の
伸
び
で
事
業
収

益
予
算
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
一
般

病
棟
と
回
復
期
病
棟
の
機
能
的
連

携
が
材
料
費
の
削
減
を
生
み
、
７

百
万
円
の
黒
字
確
保
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
10
月
以
降
の
１
３
０

床
稼
働
が
経
営
改
善
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

古
川
民
主
病
院
は
、
10
月
以
降

の
診
療
報
酬
改
定
に
対
応
す
る
た

め
に
２
階
病
棟
を
８
月
か
ら
30
床

に
押
さ
え
た
こ
と
で
、
予
算
か
ら

は
50
百
万
円
事
業
収
益
が
減
少

し
、
当
期
損
益
は
予
算
か
ら
38
百

万
円
後
退
す
る
▲
59
百
万
円
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。
10
月
か
ら
稼
働

計
画
に
見
合
う
人
員
配
置
、
12
月

か
ら
の
２
階
病
棟
７
：
１
看
護
配

置
に
よ
る
収
入
増
、
稼
働
を
落
と

さ
ず
実
行
予
算
を
確
保
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

泉
病
院
は
、
７
月
か
ら
回
復
期

リ
ハ
へ
の
転
換
を
進
め
ま
し
た

が
、
そ
の
移
行
期
の
医
療
活
動
見

直
し
の
困
難
が
入
院
患
者
数
の
予

算
未
達
成
に
な
っ
て
現
れ
て
い
ま

す
。
事
業
収
益
は
予
算
を
53
百
万

円
下
回
り
、
当
期
損
益
は
予
算
か

ら
55
百
万
円
下
回
る
▲
81
百
万
円

の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
10
月
以

降
は
稼
働
目
標
72
床
を
安
定
的
に

確
保
す
る
取
り
組
み
が
、
今
後
の

経
営
改
善
に
つ
な
が
る
重
要
な
対

策
に
な
り
ま
す
。

　

各
診
療
所
は
、
昨
年
度
と
同
様

に
赤
字
黒
字
の
事
業
所
が
鮮
明
と

な
っ
て
い
ま
す
。
中
新
田
民
主
医

院
、
若
林
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
患
者
増

を
中
心
と
す
る
黒
字
化
対
策
が
急

が
れ
ま
す
。
歯
科
は
、
前
期
よ
り

収
益
を
増
や
し
ま
し
た
が
赤
字
が

続
い
て
い
ま
す
。
10
月
か
ら
の
事

業
部
制
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
自

立
で
き
る
経
営
構
造
へ
の
転
換
対

応
が
必
要
で
す
。

　

厚
生
協
会
の
下
期
予
算
の
超
過

達
成
に
向
け
、
事
業
収
益
を
増
や

す
た
め
に
、
各
病
棟
の
病
床
利
用

率
、
平
均
在
院
日
数
、
新
入
院
等

の
管
理
目
標
を
確
認
し
て
対
策
を

進
め
ま
し
ょ
う
。
外
来
も
午
前
・

午
後
・
夜
間
の
診
療
開
始
時
間
を

10
分
で
も
15
分
で
も
早
め
、
患
者

受
入
れ
枠
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
の
稼
働
引
上
げ
等
、

稼
働
開
始
時
間
を
早
め
ま
し
ょ

う
。
職
場
の
業
務
改
善
を
進
め
、

あ
と
15
分
、
30
分
と
超
勤
時
間
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
２
０
０
８
年

度
の
基
金
・
協
会
債
の
募
集
・
増

加
で
１
億
円
の
目
標
突
破
に
向
け

た
全
事
業
所
の
よ
り
一
層
の
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
に
よ
り

10
月
単
月
で
50
百
万
円
の
黒
字
を

確
保
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
し
か
し
予
算
に
３
百
万
円

届
か
ず
、
引
き
続
き
経
営
改
善
の

努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
度
は
、
４
月
の
診

療
報
酬
改
定
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
象
徴
さ
れ
る
医
療
制
度
改

革
が
行
わ
れ
、
経
営
を
取
り
巻
く

外
部
環
境
が
大
き
く
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
今
期
は
▲
90

百
万
円
の
当
期
赤
字
か
ら
出
発
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

08
年
度
上
半
期
の
経
常
損
益
は

▲
91
百
万
の
赤
字
、
当
期
損
益
は

【表-１】　上半期法人損益計算書

科　　目 累計実績 構成比 累計予算 増減額 前期実績 増減額

 （入院収益） 3,861 55.1% 3,933 ▲72 3,981 ▲120

 （外来収益） 2,098 30.0% 2,144 ▲46 2,155 ▲57

 【医業収益】 6,255 89.3% 6,372 ▲117 6,414 ▲159

 【介護収益】 747 10.7% 719 28 726 21

 〔事業収益〕 7,004 100.0% 7,093 ▲89 7,142 ▲138

 【人 件 費】 4,492 64.1% 4,460 32 4,362 130

 【材 料 費】 1,189 17.0% 1,267 ▲78 1,298 ▲109

 【経　　費】 928 13.2% 907 21 938 ▲10

 【リ－ス料】 106 1.5% 108 ▲2 107 ▲1

 【減価償却費】 380 5.4% 380 0 371 9

 〔事業費用〕 7,095 101.3% 7,122 ▲27 7,076 19

 〔事業利益〕 ▲91 －1.3% ▲29 ▲62 65 ▲156

 【事業外収益】 50 0.7% 45 5 49 1

 【事業外費用】 51 0.7% 50 1 62 ▲11

 【経常利益】 ▲92 －1.3% ▲34 ▲58 18 ▲110

 【特別利益】  0.0% 0 0 16 ▲16

 【特別損失】 17 0.2% 0 17 82 ▲65

 〔当期利益〕 ▲109 －1.6% ▲34 ▲75 ▲14 ▲95

単位 : 百万円

専
務
理
事　

長　

澤　

清　

光

上
半
期（
４
〜
９
月
）

　
　

収
支
結
果
と
下
半
期
の
課
題

▲
91
百
万
円
の
経
常
赤
字
、

当
期
損
益
は
▲
１
億
10
百

万
円
の
赤
字

一
、
上
半
期
経
営

　
　
　
　

到
達
の
特
徴

黒
字
に
す
る
た
め
に
月

19
百
万
円
の
増
収
必
要

二
、
厚
生
協
会
の

　
　
　
　
　

損
益
構
造

三
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▲
１
億
10
百
万
円
余
り
の
赤
字
と

な
り
ま
し
た
。
第
１
四
半
期(

４

月
〜
６
月)

の
当
期
損
益
▲
81
百

万
円
赤
字
に
歯
止
め
が
掛
か
ら

ず
、
７
月
か
ら
９
月
の
３
ヶ
月
間

で
更
に
▲
30
百
万
円
ほ
ど
赤
字
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
目
標
に
対
し
て
赤
字
は
76

百
万
円
増
加
、
前
年
同
期
実
績
に

95
百
万
円
と
ど
か
ず
、
08
年
度
予

算
の
年
間
当
期
損
益
▲
90
百
万
円

を
既
に
超
過
す
る
厳
し
い
到
達
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
収
益
は
、
70
億
４
百
万
円

と
予
算
に
89
百
万
円
と
ど
か
ず
、

前
年
実
績
か
ら
１
億
38
百
万
円
減

少
し
ま
し
た
。
医
業
収
益
も
、
予

算
に
１
億
17
百
万
円
と
ど
か
ず
、

前
年
実
績
か
ら
１
億
60
百
万
円
減

少
し
ま
し
た
。
内
訳
で
は
入
院
収

益
で
予
算
比
▲
71
百
万
円
、
前
年

比
▲
１
億
19
百
万
円
。
外
来
収
益

で
予
算
比
▲
46
百
万
円
、
前
年
比

▲
57
百
万
円
と
予
算
目
標
、
前
年

実
績
か
ら
も
大
き
く
後
退
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
要
因
に
診
療
報
酬
改
定
の

影
響
と
、
泉
病
院
、
古
川
民
主
病

院
の
構
造
転
換
に
向
け
た
病
床
稼

働
減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
特

に
医
業
収
益
が
予
算
目
標
か
ら
大

き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
、
現

在
の
経
営
状
況
を
困
難
に
し
て
い

ま
す
。
改
善
に
向
け
、
各
病
院
・

事
業
所
の
収
益
確
保
の
取
り
組
み

を
、
予
算
計
画
の
検
証
を
含
め
て

一
歩
ず
つ
積
み
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
同
時
に
減
収
傾
向
に

対
応
す
る
費
用
管
理
の
強
化
徹
底

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
一
方
、
介
護

収
益
は
28
百
万
円
の
予
算
超
過
、

前
期
比
で
も
20
百
万
円
の
収
益
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
費
用
は
、
予
算
対
比
で
27

百
万
円
下
回
り
ま
し
た
。
要
因

は
、
材
料
費
で
予
算
を
78
百
万
円

下
回
っ
た
こ
と
で
費
用
全
体
を
圧

縮
し
た
反
映
で
す
。
し
か
し
、
人

件
費
は
予
算
を
31
百
万
円
超
過
し

て
い
こ
と
は
重
大
で
す
。

　

上
半
期
の
月
平
均
収
益
は
、
11

億
67
百
万
円
で
、
材
料
費
比
率
と

固
定
費
額
か
ら
逆
算
し
た
損
益
分

岐
点
は
、
月
収
益
は
11
億
86
百
万

円
と
、
黒
字
に
す
る
た
め
に
は
月

額
19
百
万
円
の
増
収
が
必
要
で

す
。

　

変
動
費
（
材
料
費
）
率
は
、
前

年
実
績
よ
り
低
下
し
黒
字
が
作
り

や
す
い
構
造
に
変
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
収
益
減
少
が
大
き
く
、
赤
字

が
続
く
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
件
費
等
の
固
定
費
が
前
期
と
比

較
し
て
１
億
28
百
万
円
増
加
、
固

定
費
増
加
が
収
益
確
保
に
つ
な
が

ら
ず
、
収
益
・
費
用
の
バ
ラ
ン
ス

を
い
っ
そ
う
崩
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
は
、
収
益
増
加
が
経
営
改

善
の
中
心
課
題
で
す
が
、
診
療
報

酬
改
悪
や
事
業
転
換
が
必
要
に
な

る
医
療
制
度
の
下
で
は
、
時
間
外

勤
務
の
削
減
と
人
員
の
効
率
的
な

配
置
の
検
討
が
急
が
れ
ま
す
。
ま

た
賃
金
・
退
職
金
制
度
の
見
直
し

も
急
ぐ
課
題
で
す
。

　

坂
総
合
病
院
は
、
予
算
に
見
合

う
事
業
収
益
を
確
保
し
ま
し
た

が
、
人
件
費
の
予
算
超
過
が
大
き

く
当
期
損
益
は
予
算
を
９
百
万
円

下
回
る
10
百
万
円
の
黒
字
に
止
ま

り
ま
し
た
。
事
業
収
益
は
外
来
収

益
の
前
年
割
れ
が
大
き
く
、
前
年

実
績
か
ら
21
百
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。
医
師
、
看
護
、
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
な
ど
組
織
力
を
活
か
し
た
取

り
組
み
で
、
入
院
稼
働
目
標
と
外

来
予
算
を
上
回
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

長
町
病
院
は
、
入
院
、
外
来
収

益
と
も
予
算
を
下
回
り
ま
し
た

が
、
介
護
収
益
の
伸
び
で
事
業
収

益
予
算
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
一
般

病
棟
と
回
復
期
病
棟
の
機
能
的
連

携
が
材
料
費
の
削
減
を
生
み
、
７

百
万
円
の
黒
字
確
保
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
10
月
以
降
の
１
３
０

床
稼
働
が
経
営
改
善
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

古
川
民
主
病
院
は
、
10
月
以
降

の
診
療
報
酬
改
定
に
対
応
す
る
た

め
に
２
階
病
棟
を
８
月
か
ら
30
床

に
押
さ
え
た
こ
と
で
、
予
算
か
ら

は
50
百
万
円
事
業
収
益
が
減
少

し
、
当
期
損
益
は
予
算
か
ら
38
百

万
円
後
退
す
る
▲
59
百
万
円
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。
10
月
か
ら
稼
働

計
画
に
見
合
う
人
員
配
置
、
12
月

か
ら
の
２
階
病
棟
７
：
１
看
護
配

置
に
よ
る
収
入
増
、
稼
働
を
落
と

さ
ず
実
行
予
算
を
確
保
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

泉
病
院
は
、
７
月
か
ら
回
復
期

リ
ハ
へ
の
転
換
を
進
め
ま
し
た

が
、
そ
の
移
行
期
の
医
療
活
動
見

直
し
の
困
難
が
入
院
患
者
数
の
予

算
未
達
成
に
な
っ
て
現
れ
て
い
ま

す
。
事
業
収
益
は
予
算
を
53
百
万

円
下
回
り
、
当
期
損
益
は
予
算
か

ら
55
百
万
円
下
回
る
▲
81
百
万
円

の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
10
月
以

降
は
稼
働
目
標
72
床
を
安
定
的
に

確
保
す
る
取
り
組
み
が
、
今
後
の

経
営
改
善
に
つ
な
が
る
重
要
な
対

策
に
な
り
ま
す
。

　

各
診
療
所
は
、
昨
年
度
と
同
様

に
赤
字
黒
字
の
事
業
所
が
鮮
明
と

な
っ
て
い
ま
す
。
中
新
田
民
主
医

院
、
若
林
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
患
者
増

を
中
心
と
す
る
黒
字
化
対
策
が
急

が
れ
ま
す
。
歯
科
は
、
前
期
よ
り

収
益
を
増
や
し
ま
し
た
が
赤
字
が

続
い
て
い
ま
す
。
10
月
か
ら
の
事

業
部
制
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
自

立
で
き
る
経
営
構
造
へ
の
転
換
対

応
が
必
要
で
す
。

　

厚
生
協
会
の
下
期
予
算
の
超
過

達
成
に
向
け
、
事
業
収
益
を
増
や

す
た
め
に
、
各
病
棟
の
病
床
利
用

率
、
平
均
在
院
日
数
、
新
入
院
等

の
管
理
目
標
を
確
認
し
て
対
策
を

進
め
ま
し
ょ
う
。
外
来
も
午
前
・

午
後
・
夜
間
の
診
療
開
始
時
間
を

10
分
で
も
15
分
で
も
早
め
、
患
者

受
入
れ
枠
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
の
稼
働
引
上
げ
等
、

稼
働
開
始
時
間
を
早
め
ま
し
ょ

う
。
職
場
の
業
務
改
善
を
進
め
、

あ
と
15
分
、
30
分
と
超
勤
時
間
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
２
０
０
８
年

度
の
基
金
・
協
会
債
の
募
集
・
増

加
で
１
億
円
の
目
標
突
破
に
向
け

た
全
事
業
所
の
よ
り
一
層
の
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
に
よ
り

10
月
単
月
で
50
百
万
円
の
黒
字
を

確
保
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
し
か
し
予
算
に
３
百
万
円

届
か
ず
、
引
き
続
き
経
営
改
善
の

努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
度
は
、
４
月
の
診

療
報
酬
改
定
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
象
徴
さ
れ
る
医
療
制
度
改

革
が
行
わ
れ
、
経
営
を
取
り
巻
く

外
部
環
境
が
大
き
く
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
今
期
は
▲
90

百
万
円
の
当
期
赤
字
か
ら
出
発
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

08
年
度
上
半
期
の
経
常
損
益
は

▲
91
百
万
の
赤
字
、
当
期
損
益
は

【表-１】　上半期法人損益計算書

科　　目 累計実績 構成比 累計予算 増減額 前期実績 増減額

 （入院収益） 3,861 55.1% 3,933 ▲72 3,981 ▲120

 （外来収益） 2,098 30.0% 2,144 ▲46 2,155 ▲57

 【医業収益】 6,255 89.3% 6,372 ▲117 6,414 ▲159

 【介護収益】 747 10.7% 719 28 726 21

 〔事業収益〕 7,004 100.0% 7,093 ▲89 7,142 ▲138

 【人 件 費】 4,492 64.1% 4,460 32 4,362 130

 【材 料 費】 1,189 17.0% 1,267 ▲78 1,298 ▲109

 【経　　費】 928 13.2% 907 21 938 ▲10

 【リ－ス料】 106 1.5% 108 ▲2 107 ▲1

 【減価償却費】 380 5.4% 380 0 371 9

 〔事業費用〕 7,095 101.3% 7,122 ▲27 7,076 19

 〔事業利益〕 ▲91 －1.3% ▲29 ▲62 65 ▲156

 【事業外収益】 50 0.7% 45 5 49 1

 【事業外費用】 51 0.7% 50 1 62 ▲11

 【経常利益】 ▲92 －1.3% ▲34 ▲58 18 ▲110

 【特別利益】  0.0% 0 0 16 ▲16

 【特別損失】 17 0.2% 0 17 82 ▲65

 〔当期利益〕 ▲109 －1.6% ▲34 ▲75 ▲14 ▲95

単位 : 百万円

専
務
理
事　

長　

澤　

清　

光

上
半
期（
４
〜
９
月
）

　
　

収
支
結
果
と
下
半
期
の
課
題

▲
91
百
万
円
の
経
常
赤
字
、

当
期
損
益
は
▲
１
億
10
百

万
円
の
赤
字

一
、
上
半
期
経
営

　
　
　
　

到
達
の
特
徴

黒
字
に
す
る
た
め
に
月

19
百
万
円
の
増
収
必
要

二
、
厚
生
協
会
の

　
　
　
　
　

損
益
構
造

三
、
各
病
院
・
事
業
所
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状
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期
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策
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　沖野「クラップスチアリーダーズ」のチアリーデ
ングで始まり、平尾所長が｢肝臓の話｣を。「親子ヨガ」
「中国拳法」「創作舞踊」「大正琴演奏」、仙台合唱団
の「合唱＆みんなで歌おう」。「抹茶コーナー」「フ
ラワーアレンジメント」も好評。新鮮「産直市」。「手
づくりおもちゃ、ぬり絵」。昼食は無料の激うま豚汁。
お楽しみ抽選会の特賞は地元収穫の新米５ｋｇ。

フレッシュなチアリーディングで開幕

10月5日  327名

若林クリニック友の会
第７回

若林クリニック友の会
第７回

　「千賀
の台太鼓

」の勇壮
な太鼓で

開幕。健
康チェッ

クコ

ーナーは
医師のリ

レー健康
相談はじ

め、どこ
も行列。

チビ

ッコ広場
は大人気

。ハンド
マッサー

ジコーナ
ーや手洗

いチ

ェックコ
ーナーも

大盛況。
模擬店で

はいい香
りが漂い

、作

品展示コ
ーナーで

も多くの
方が見入

っていま
した。チ

ンド

ン屋さん
の懐かし

い音が会
場を和や

かにして
くれまし

た。

第31回

坂総合病
院友の会

第31回

ちんどん屋
さんで会場

は和やかに

10月5日 
 2700名

坂総合病
院友の会

　健康まつりに青年職員パワーが！大きく成功した要因
に頼もしい青年職員の奮闘がありました。前日・当日の
会場設営、総合司会、子供劇場の司会、わくわく医療探
検隊のスタッフ、よさ来いソーラン踊り、寸劇、そして
模擬店の売り子さんとして、笑顔で奮闘してくれました。
後片付けも沢山の方の協力があり昨年よりも早く終了。 

第18回第18回

青年職員があちこちでがんばりました

10月19日  1200名

長町病院友の会長町病院友の会

　泉の特徴は、職
員有志

の寸劇「タミさん
が倒れ

た日」の上演です
。寸劇

主役は副院長！主
演タミ

さんは長いこと院
長の役

でしたが現在、荒
井副院

長がその役を引き
継いで

います。練習なし
のぶっ

つけ本番が、何故
か爆笑

の嵐を呼びます。
院長・

副院長が寸劇の「
主役」

を務める泉病院
の伝統

は、今も脈々と受
け継が

れています。

第13回第13回

10月12日  1300名

泉病院友の会泉病院友の会

脈々と引き継がれる
伝統の

「タミさん劇場」

「防災について」消防署警防課長の金野平さんが講

演。子どもたちの「よさこい踊り」はじめ「神楽」

「マンドリンとギタ－演奏」と続き、初めての骨密

度測定は大好評。豚汁・かぼちゃはっと・おでんに

舌つづみを打ち、みんなが復興に向け力強い希望を

持ち心から楽しんだ健康まつりでした。この地域に

秋の風物詩として根づいてきました。

「震災を乗り越えがんばろう栗原」がテーマ

10月26日  300名

くりはら健康福祉友の会
くりはら健康福祉友の会

第11回第11回

大崎健康福祉友の会古川支部

　古川民主病院駐車場で開催しました。松浦名
誉院長の「いきいき健康長寿」は地域訪問した
詳しいデータなどわかりやすい話でした。職員
が意欲的に取り組んだ病院見学会や高校生のヒ
ップホップダンスも好評でした。

第21回第21回

和太鼓「道」の勇壮な太鼓

9月28日  850名

大崎健康福祉友の会古川支部

大崎健康福祉友の会加美支部

　やくらい文化センターで開催され、加美よつば農
業共同組合長の伊藤隆之さんが「農業と憲法９条を
語る」というテーマで講演。町の祭りにもかかわら
ず、昨年を上回る参加者で、まつりが地域に根ざし
ていることを実感しました。

第９回第９回

講演する農業協同組合長の伊藤隆之さん

11月9日  500名

大崎健康福祉友の会加美支部

友の会 各地域で健康まつり 大盛況!!
友の会 各地域で健康まつり 大盛況!!

　演芸は地元の人たち
96人が発表。防災と応
急処置の話は笑いを誘
い楽しくためになる話
でした。特に、合わせ
て160才の花婿花嫁行
列は拍手喝采でした。

第３回第３回

10月12日  450名
合計160才の花婿花嫁行列

大崎健康福祉友の会遠田支部大崎健康福祉友の会遠田支部



厚生協会だより（５）　2008年11月21日（金） 第292号

　沖野「クラップスチアリーダーズ」のチアリーデ
ングで始まり、平尾所長が｢肝臓の話｣を。「親子ヨガ」
「中国拳法」「創作舞踊」「大正琴演奏」、仙台合唱団
の「合唱＆みんなで歌おう」。「抹茶コーナー」「フ
ラワーアレンジメント」も好評。新鮮「産直市」。「手
づくりおもちゃ、ぬり絵」。昼食は無料の激うま豚汁。
お楽しみ抽選会の特賞は地元収穫の新米５ｋｇ。

フレッシュなチアリーディングで開幕

10月5日  327名

若林クリニック友の会
第７回

若林クリニック友の会
第７回

　「千賀
の台太鼓

」の勇壮
な太鼓で

開幕。健
康チェッ

クコ

ーナーは
医師のリ

レー健康
相談はじ

め、どこ
も行列。

チビ

ッコ広場
は大人気

。ハンド
マッサー

ジコーナ
ーや手洗

いチ

ェックコ
ーナーも

大盛況。
模擬店で

はいい香
りが漂い

、作

品展示コ
ーナーで

も多くの
方が見入

っていま
した。チ

ンド

ン屋さん
の懐かし

い音が会
場を和や

かにして
くれまし

た。

第31回

坂総合病
院友の会

第31回

ちんどん屋
さんで会場

は和やかに

10月5日 
 2700名

坂総合病
院友の会

　健康まつりに青年職員パワーが！大きく成功した要因
に頼もしい青年職員の奮闘がありました。前日・当日の
会場設営、総合司会、子供劇場の司会、わくわく医療探
検隊のスタッフ、よさ来いソーラン踊り、寸劇、そして
模擬店の売り子さんとして、笑顔で奮闘してくれました。
後片付けも沢山の方の協力があり昨年よりも早く終了。 

第18回第18回

青年職員があちこちでがんばりました

10月19日  1200名

長町病院友の会長町病院友の会

　泉の特徴は、職
員有志

の寸劇「タミさん
が倒れ

た日」の上演です
。寸劇

主役は副院長！主
演タミ

さんは長いこと院
長の役

でしたが現在、荒
井副院

長がその役を引き
継いで

います。練習なし
のぶっ

つけ本番が、何故
か爆笑

の嵐を呼びます。
院長・

副院長が寸劇の「
主役」

を務める泉病院
の伝統

は、今も脈々と受
け継が

れています。

第13回第13回

10月12日  1300名

泉病院友の会泉病院友の会

脈々と引き継がれる
伝統の

「タミさん劇場」

友の会健康まつり友の会健康まつり
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デ
  
デ

　

﹃
d
e
d
e
﹄
と
い
う
世
界
に

一
冊
の
絵
本
。﹁
友
だ
ち
と
う
ま
く

い
か
な
い
。
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え

ら
れ
な
い
﹂
た
め
学
校
が
嫌
に
な
る

子
ど
も
が
、
繊
細
で
柔
ら
か
な
色

使
い
と
丁
寧
に
綴
っ
た
文
章
。
中

学
校
卒
業
記
念
の
作
品
で
し
た
。

そ
れ
を
惜
し
げ
も
な
く
﹁
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
﹂
の
言
葉
と
共

に
置
い
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

﹁
あ
る
所
に
悪
魔
の
子
が
い
ま
し

た
。
デ
デ
は
い
つ
も
一
人
で
森
に
遊

び
に
来
て
い
ま
す
﹂
と
物
語
は
始

ま
り
ま
す
。
怪
我
を
し
た
デ
デ
を

ク
リ
ス
と
い
う
女
の
子
が
助
け
、
仲

良
く
な
り
ま
す
が
ク
リ
ス
の
人
形

た
ち
は
お
も
し
ろ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

﹁
あ
な
た
の
せ
い
、
出
て
行
っ
て
！
﹂

と
追
い
出
し
ま
す
。
森
に
い
る
デ
デ

を
ク
リ
ス
が
見
つ
け
、
連
れ
戻
し
人

形
た
ち
と
遊
び
ま
す
。
と
こ
ろ
が

ク
リ
ス
が
突
然
倒
れ
て
し
ま
い
ま

す
。﹁
僕
の
せ
い
だ
よ
ね
﹂
と
泣
き

な
が
ら
回
復
を
願
う
デ
デ
。
神
様

は
デ
デ
に
﹁
お
前
は
悪
魔
の
子
、

あ
の
子
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ぞ
﹂
と
の
条
件
で
ク
リ
ス
を
助
け

ま
す
。
ク
リ
ス
が
目
覚
め
る
と
デ

デ
は
い
ま
せ
ん
。

　

あ
る
日
ク
リ
ス
は
一
枚
の
写
真

を
見
つ
け
ま
す
。﹁
な
つ
か
し
い
気

が
す
る
わ
﹂。
神
様
は
デ
デ
と
の
思

い
出
を
消
し
た
の
で
す
。
記
憶
を

失
っ
た
ク
リ
ス
は
神
様
に
お
願
い
し

ま
す
。﹁
お
前
と
デ
デ
は
住
む
世

界
が
違
う
の
だ
﹂
と
言
う
神
様
に

﹁
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

は
人
間
の
子
、
あ
の
子
は
悪
魔
の

子
に
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
引
き

離
す
の
で
す
か
！
﹂
と
訴
え
ま
す
。

そ
し
て
ク
リ
ス
が
目
を
開
け
る
と
デ

デ
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
二
人
は

約
束
し
ま
す
。﹁
ボ
ク
た
ち
は
ず
っ

と
友
だ
ち
、
ず
っ
と
一
緒
に
い
ま
し

ょ
う
﹂。
そ
れ
は
神
様
が
く
れ
た
魔

法
の
言
葉
で
し
た
。
と
物
語
は
終

わ
り
ま
す
。

　

﹁
自
分
は
悪
魔
の
子
﹂
と
自
ら

身
を
引
く
デ
デ
に
時
々
学
校
へ
行

き
た
く
な
く
な
る
Ｃ
さ
ん
が
重
な
り

ま
し
た
。
Ｃ
さ
ん
は
物
語
を
書
き
な

が
ら
影
で
あ
る
デ
デ
と
向
き
合
い
、

神
様
の
助
力
を
得
て
ク
リ
ス
︵
学

校
・
友
だ
ち
︶
と
再
会
し
た
の
で

し
ょ
う
。
心
の
中
に
潜
む
悪
魔
と
い

か
に
和
解
す
る
か
。
デ
デ
を
通
じ

て
Ｃ
さ
ん
は
﹁
自
分
は
悪
魔
の
子
﹂

と
正
直
に
告
白
し
﹁
自
分
も
イ
ジ

メ
の
側
に
ま
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
﹂

と
﹁
嫌
い
な
子
﹂
に
つ
い
て
話
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
イ
ジ
メ
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
好
き
な
子
・
学
校
の
こ

と
な
ど
話
し
ま
し
た
。

　

卒
業
記
念
作
品
作
成
と
並
行
し

て
登
校
し
た
Ｃ
さ
ん
は
友
だ
ち
と

交
わ
り
楽
し
ん
で
学
校
生
活
を
終

さわやかさわやか エッセ嫌われっ子

え
ま
し
た
。
面
接
と
い
う
場
で
私
は

Ｃ
さ
ん
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
遅
刻
に
イ
ラ
つ
き
、
片
付

け
に
辟
易
し
た
り
と
正
直
﹁
疲
れ
﹂

を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私

の﹁
疲
れ
﹂は
﹃
こ
ん
な
に
も
疲
れ
て

い
る
の
﹄
と
い
う
Ｃ
さ
ん
の
訴
え
を

引
き
受
け
た
こ
と
か
ら
き
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
最
終
回
に︿
あ
な

た
は
そ
の
ま
ま
で
い
い
よ
﹀と
伝
え

た
と
き
二
人
の
間
に
﹃
神
様
か
ら
の

魔
法
の
言
葉
﹄
が
交
わ
さ
れ
た
の
で

す
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

Ｃ
さ
ん
が
デ
デ
や
神
様
と
出
会

い
、
ク
リ
ス
と
再
会
し
た
場
所
と
し

て
﹁
こ
こ
﹂
を
選
ん
で
く
れ
た
こ

と
を
感
謝
し
ま
す
。
そ
し
て
、
魔

法
の
本
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
付

記
し
て
お
き
ま
す
。

坂総合病院　臨床心理士　　金野  　博

お『デデ』の

こ
ん
な
物
語
で
す

デ
デ
と
重
な
る
Ｃ
さ
ん

あ
な
た
は

　

そ
の
ま
ま
で
い
い
よ

話
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